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特定事業者以外の事業者

温室効果ガスの排出の
抑 制 を 図 る た め の
基 本 方 針

NTT西日本グループは社会全体の環境負荷低減に貢献する企業をめざし、ICTを利活用した環境負荷低
減や環境問題の解決に取り組み、地球規模での環境問題の解決に努めます。

温室効果ガスの排出の
抑 制 を 図 る た め の
推 進 体 制

NTT西日本地球環境憲章に基づき、熊本支店長を環境保護責任者とし環境問題に関する基本事項、環境保護対策の基
本プログラムの審議、決定を行う地球環境保護推進委員会を設置している。

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ
ｼｽﾃﾑ名称

適用範囲
取得

年月日

計 画 期 間 2025 年度 2029

燃料及び熱 5

前年度の原油換算
ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量

県内登録の
自動車数

熊本県地球温暖化の防止に関する条例施行規則第５条第
１号該当特定事業者（大規模エネルギー使用事業者）

熊本県地球温暖化の防止に関する条例施行規則第５条第
２号該当特定事業者（自動車運送事業者）

事 業 概 要 情報通信業

該 当 す る 事 業 者 要 件

年度

温室効果ガスの排出の
抑制を図るため実施しよ
う と す る 措 置 の 内 容

【設備更新等】・高効率装置への更改（空調・整流装置）・使用していない装置の電源
OFF・一般車両のEV化の促進
【その他の措置】・クールビズ（5～10月）、ウォームビズ（11～3月）
・無駄な電気の削減（昼休みの消灯、帰宅時に電気機器のコンセントを抜く、PCのス
リープモード設定等）
・待機電力削減施策の推進　（取り組み強化月間（6月）の設定、全社員業務用ＰＣディ
スプレイの電源ＯＦＦ設定）
・ＯＡ機器の電気使用量削減施策の推進　（ＰＣの省電力設定ツールの導入、ＰＣディス
プレイの輝度設定の変更）
・エレベータの階段利用促進・テレワークの推進による照明・OA機器・空調の節電
・始業時間前および昼休みの消灯・不要な照明、空調設備の使用停止・空調設定温度
の適正化

年　度　区　分

①排出量 20,507 20,507 19,503

住 所 ( 法 人 に あ っ て は 、
主たる事務所の所在地)

大阪市豊島区東野田町４－１５－８２

氏 名 ( 法 人 に あ っ て は 、
名称及び代表者の氏名)

NTT西日本株式会社 　　代表取締役社長 北村 亮太

区　　　　　　　　　　　　分

5 5

電気 20,502 20,502 19,498

△ 100.0 △ 100.0 △ 100.0

②補完的手段によ
る削減量

削減率・増減率
(基準年度比)

△ 4.9 △ 100.0 △ 100.0

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ

森林整備等

その他知事が認
めるもの

グリーン電力証書等

△ 100.0 △ 100.0

①－②
差引後排出量

20,507 20,507 19,503

△ 100.0△ 100.0
削減率・増減率
(基準年度比)

△ 4.9 △ 100.0

排　　出　　量
削減率・増減率
(基準年度比)

差引後排出量
削減率・増減率
(基準年度比)

原単位の考え方
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（2025　　）年度 （2026　　）年度 （　2027　）年度 （　2028　）年度 （2029　　）年度

基準年度
（　　2024）

年度

前年度
（　　2024）

年度

目標年度
（　2029　）

年度

排出の状況及び目標 排出量等の実績
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